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保険でより良い歯科医療の実現を求める意見書の提出について
上記の議案を、内灘町議会会議規則第１４条第１項および第２項の
規定により、別紙のとおり提出します。
保険でより良い歯科医療の実現を求める意見書
歯や口腔を健康な状態に保つことが、肺炎の予防や糖尿病の症状改善をはじめとした、全身の健康や介護・療養上の改善に大きな役割を果たすことが厚生労働省の厚生労働科学研究などで実証されています。したがって、誰もが早期に歯科医療の受診ができ、歯や口腔機能を健全に保持することが重要になっています。また国民医療費節減にも効果があることが「8020運動」によって実証されています。さらに、多くの国民は歯科医療について保険の利く範囲の拡大と自己負担の軽減を強く望んでいます。
しかし現行の歯科診療報酬では、歯周治療や義歯治療が保険では十分にできず、また保険のきく範囲の拡大を望む国民の要望にも応えられない状況に置かれています。

セラミック(陶歯)など、安全性も確立し、普及している技術がいまだ保険導入されていません。そのため、患者は保険診療の窓口負担に加えて自費診療部分も支払わなければならず、このことが歯科受診を躊躇させる原因にもなっています。
また、歯科衛生士や歯科技工士の労働環境も一段と厳しくなっており、各地の歯科衛生士や歯科技工士養成所で廃校、定員割れが起きているだけでなく、歯科大学の定員割れや志願者の減少など、将来の歯科医療確保が危ぶまれる状況になっています。

このような事態を放置すれば、多くの国民の健康保持に支障をきたすことになりかねません。
以上の点から、国および政府においては、医療費の総枠を拡大し、患者負担を増大させることなく、保険でより良い歯科医療を確保するため、次の事項について実現されるよう強く要望する。

記

１．患者の窓口負担を軽減すること。
２．患者が良質な歯科医療を保険で受けられるように制度を改善すること。
３．セラミック(陶歯)など、安全で普及している歯科技術は速やかに保険導入すること。
　　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
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